
 

   
  
  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月 10日実施） 

総合評価（３月 10日） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①多様な進路選
択に対応できる
教育課程を編成
し、生徒の希望
に応えられるよ
うに学習の機会
を提供する。 
②主体的・対話
的で深い学びの
実現に向けた授
業改善に取り組
む。 
 
 
 
③学校行事や生
徒会活動を充実
させ、生徒の主
体的な行動の促
進を図る。 
 
 

①生徒の希望す
る進路に沿った
選択科目を履修
するよう指導す
る。 
 
②思考・判断・
表現の活動を多
く取り入れ、主
体的で深い学び
の実現に向けた
授業改善に取り
組む。 
 
 
③感染防止に努
め、可能な限り
学校行事を開催
するとともに、
生徒が主体的に
取り組む学校行
事・委員会活動
となるよう支援
する。 

①早い時期から生徒
に進路を意識付け
し、選択科目説明会
で丁寧な説明を行っ
ていく。 
 
②課題を発見し、解
決する、伝える、情
報を活用する活動を
多く取り入れ、授業
研究に積極的に取り
組む。 
 
 
 
③生徒会本部役員や
各種委員を通じ、学
校行事や委員会活動
等に生徒の積極的意
見を取り入れて、生
徒が主体的に運営・
活動するように支援
する。 

①生徒による授
業評価 
 
 
 
 
②生徒による授
業評価、研究授
業の反省 
 
 
 
 
 
 
③各行事におけ
る生徒及び教員
へのアンケート 
 

①教育課程を生徒がより履修し
やすいよう再編成した。新教育
課程の観点別評価の状況を分析
し、評価が妥当かどうか検証し
た。 
 
②生徒による授業評価の結果を
教科ごとに分析し、授業改善に
役立てた。研究授業後に全体研
修会を実施し、端末を利用した
活動例を職員全体で共有した。 
 
 
 
 
③体育祭や岸高祭、球技大会等
の学校行事において、生徒会本
部役員や各種委員の意見を積極
的に取り入れることで、生徒が
主体的に運営し、活動すること
ができた。 
 

①新教育課程の評価方
法を職員全体に周知
し、指導と評価の一体
化を図る必要がある。 
 
 
②本年度は研究授業を
10月、全体研修会を 11
月に行ったが、１学期
から各教科での取り組
みを集約し、職員全体
に周知できる機会を設
けたい。 
 
 
③コロナ禍でいろいろ
な面で制限があった学
校行事を次年度に向け
てどのように支援して
いくかが課題である。 
 

①今後も生徒が希望に沿
った選択科目を履修でき
るよう、教育課程を編成
していくことが大切。 
 
 
②「学習のねらい」につ
いては、生徒が知的好奇
心をかきたてられるよう
に、目的を明確にしてい
ただくと良い。 
 
 
 
 
③生徒と学校との関係が
良好になるような取り組
みを進めてほしい。 

①新教育課程の再編
成により生徒が選択
しやすいようになっ
た。指導と評価の一
体化については職員
への周知が必要。 
②ほとんどの教科で
前期より後期の方が
授業評価が高かっ
た。一方で、生徒に
よ る 授 業 評 価 を
Google フォームで
回答させたが、紙で
の提出より回答率が
下がった。 
③制限のある中であ
ったが、生徒主体の
学校行事や生徒会活
動を行うことができ
た。来年度は単純に
以前の学校行事に戻
すのではなく、改め
てどのように計画し
ていくかが課題であ
る。 

①新教育課程の評価
方法を職員全体に周
知し、指導と評価の
一体化を図ってい
く。 
 
②できるだけ多くの
生徒による授業評価
になるよう、ＨＲの
時間に実施するなど
工夫していく。 
 
 
 
 
③体育祭や岸高祭、
球技大会等の学校行
事を、さらに生徒が
主体的に運営し、活
動するために、生徒
会本部役員や各種委
員の意見を積極的に
取り入れ、支援して
いく。 

２ 生徒指導・支援 

①礼儀正しさを
意識して、安
心・安全な学校
生活が送れるよ
う支援するとと
もに、個に応じ
た教育相談体制
の充実を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②自分自身に目
を向け、学校行
事や部活動を通
して、奉仕や協
調の精神の涵養
を図る。 
 

①定着しつつあ
るルールのさら
なる浸透を目指
し、学校全体で
足並みを揃え、
根気強く指導を
継続していく。 
 
①相談箱を増設
し、生徒が気軽
に相談できるよ
うな体制作りを
進める。 
 
 
 
 
 
②感染防止に努
めながら、生徒
が自主的・主体
的に取り組む部
活動等の運営を
目指す。 

①掲示物やＨＲなど
で注意すべき点を生
徒に周知し、頭髪や
服装などの定期的な
指導も継続して行っ
ていく。 
 
 
①生徒に各学年の相
談係を周知し、学年
会での情報交換も密
に行い、ケース会議
などにスムーズに繋
げる体制を作ってい
く。 
 
 
 
②学校行事や部活動
に自主的に取り組む
だけでなく、地域と
連携する学校行事や
地域の活動へも積極
的に参加するよう支
援体制を整える。 

①各学年の指導
対象者の割合。 
 
 
 
 
 
 
①生徒からの相
談件数と必要に
応じたケース会
議が開けたかど
うか。 
 
 
 
 
 
②入部率を含め
た部活動等の活
動状況、生徒ア
ンケート、地域
連携活動への参
加数。 

①頭髪は、まだ若干染髪を行う
者がいるが、皆その後の指導に
は従っている。現在の指導の多
くは、黒染めの色落ちに対する
指導となっている。服装に関し
ては、大部分の生徒が規準を守
れるようになった。 
 
①相談箱の利用はほとんどない
が、各学年での情報共有はでき
ていて、ケース会議も適宜実施
できていた。 
 
 
 
 
 
 
②入部率は約 63％で昨年とほぼ
同じである。地域連携活動の参
加に関しては、コロナの関係で
難しい部分があったが、短歌交
流や音楽交流等は実施できた。 

①頭髪・服装に関して
は、大部分の生徒が規
準を守れるようになっ
てきたので、今後も引
き続き、丁寧な指導を
行っていく。 
 
 
①現在の体制が浸透し
てきたので、今後も生
徒の様子に気を配り、
早め早めの対応ができ
るようにしていく。 
 
 
 
 
 
②コロナ禍で若干下が
ってしまった入部率を
どのようにして戻すか
が課題である。 

①全校生徒の大部分が規
準を守れているというこ
とは、指導が浸透してお
り、全体に良い影響を与
えていると思われるの
で、今後も生徒との関わ
りを深めてほしい。 
 
①生徒が頼る先があるこ
とが重要で、そのために
も意見交換を大切に個人
で抱え込むことなく、共
有をきちんとすること、
必要があれば外部も利用
すると良い。事後対応に
ならないように、日々の
関り方が大切。 
 
②入部率を評価にするだ
けでなく、部活動、私生
活と学校生活の関係に注
目したい。 

①全校生徒の大部分
が規準を守れてお
り、指導が浸透して
いる。今後も生徒と
の関わりを深めるこ
とが大切である。 
 
①教育相談体制が浸
透してきており、生
徒から直接またはア
ンケートなどによ
り、生徒の状況が把
握できるようになっ
た。今後もこの体制
を継続し、生徒が気
軽に相談できるよう
にしていく必要が
る。 
②本校を志願する生
徒の多くが学校行事
や部活動に魅力を感
じている。地域の活
動等を実施できた
が、コロナ禍で実現
できなかった活動も
ある。 

①教員一人ひとりが
授業や学校行事等を
通じて生徒との関わ
りを深め、丁寧な指
導を行っていく。 
 
 
①教育相談体制の周
知徹底を図るととも
に生徒の様子に気を
配り、学年会、グル
ープ会の場での情報
共有を密にして、速
やかに対応ができる
ようにしていく。 
 
 
 
②来年度は入部を促
す活動や学校行事等
を積極的にサポート
して、生徒の学校生
活をさらに充実させ
るよう支援してい
く。 
 

令和５年３月２４日 

岸根高等学校長 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月 10日実施） 

総合評価（３月 10日） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①自己理解を深
め、進路意識を
向上させて、生
徒一人ひとりが
自らの進路希望
を実現できる進
路指導の充実を
図る。 
 
 
 
 
 

①外部の教育力
を活用した進路
指導を年間を通
して実施する。 
 
 
 
 
 
 
①生徒の進路希
望が実現できる
よう、きめ細か
な進路指導を行
う。 
 

①進路説明会や職業
ガイダンスなどの進
路指導を計画的に実
施する。 
 
①総合的な探求の時
間等を活用し、SDGs
講演会などを計画
し、実施する。 
 
①より丁寧な指導が
可能になるよう、進
路資料を新たに改定
する。 

①進路指導を計
画的に実施でき
たか。 
 
 
①外部の教育力
を活用した講演
会等を実施でき
たか。 
 
①主な大学への
進学数・割合 
 
①進路満足度。 

①進路説明会や職業ガイダンス
を含め、進路指導全体を計画通
り実施した。 
 
①外部の教育力を活用したキャ
リア講演会を計画通り実施し
た。 
 
①改定した進路資料を指導に活
用し、主な大学への進学数・割
合を昨年並みに保つと共に、進
路満足度を上昇させることがで
きた。 
 
 

①外部教育力の新規開
拓とこれを利用し一層
充実したキャリア育
成・支援を行なってい
くことが課題である。 
 
①不安定なコロナの状
況下であっても、安定
してキャリア支援が行
えるよう柔軟に対応で
きる取組を計画してい
く必要がある。 

①目標、取組、評価の観
点、どれをとっても適切
であり、他との有機的つ
ながりがみてとれる。ま
た、「生徒の進路希望が
実現できるよう」進路指
導を行い、その結果「進
路満足度を上昇させるこ
とができた」点は評価に
値する。 
①「外部の教育力を活用
した進路指導」や「外部
の教育力を活用したキャ
リア講演会」によって、
進路指導がどのように充
実したか検証することが
必要。 

①生徒の進路希望が
実現できるよう進路
指導を行い、その結
果進路満足度を上昇
させることができ
た。今後も年間を通
じて安定してキャリ
ア支援が行えるよう
計画していく必要が
ある。 
①外部の教育力を活
用して充実したキャ
リア教育が実現でき
た。キャリア講演会
によって、進路指導
がどのように充実し
たか検証することが
必要。 

①年間を通じて安定
してキャリア支援が
行えるよう、説明会
や講演会を早期に計
画し、社会の情勢に
柔軟に対応できるよ
う取り組んでいく。 
 
 
 
①外部の教育力を活
用した進路指導やキ
ャリア講演会後にア
ンケートを実施する
などして、取組によ
って進路指導がどの
ように充実したか検
証する。 

４ 地域等との協働 

①交流や協働活
動を通して、生
徒の社会性の育
成を図るため、
これまでの地域
との連携を継続
する。 
 
 
 
 
 
②学校運営協議
会を中心とし
た、地域に開か
れた学校づくり
に取り組む。 
 

①感染防止に努
めながら可能な
交流活動を工夫
し、地域と共に
ある学校づくり
を進める。 
 
 
 
 
 
 
②学校運営協議
会等により、地
域等の外部から
の意見等を聞く
機会を設ける。 

①生徒が地域の人や
異年齢の方々との協
働を通じて自分の考
えを広げ、行動でき
るよう事前・事後の
指導を行う。 
 
 
 
 
 
 
②少なくとも年1回は
対面による学校運営
協議会を開催する。
対面で行えない場合
は、書面等できめ細
かく情報交換を行
う。 

①感染防止に努
めながら、生徒
に自ら気付かせ
る事前指導・事
後指導が行えた
か。 
 
 
 
 
 
 
②学校運営協議
会を開催し、意
見を広く聴取す
ることができた
か。 

①地域の方々の大きな支援・協
力を得て「すこやか祭り」を開
催できた。 
また、今年度もコロナによる

厳しい状況の中、地域の保育園
のご協力により、保育実習を実
施することができた。 
 篠原西小学校の６年生担任の
先生方や岸根高校国語科との協
力で、短歌交流を継続できた。 
 城郷小机地域ケアプラザの
種々の活動に、生徒たちが積極
的に参加し、ボランティア活動
が徐々に広がりつつある。 
②学校運営協議会を対面で開催
することができた。 

①篠原西小学校との交
流については、クラブ
交流やハッピーランド
への PTA の参加協力な
どについて、どのよう
な方法が可能かなどを
検討していく必要があ
る。 
 
 
 
 
 
 
②コロナの状況に応じ
て、実際に行事を見て
いただく機会を設けた
い。 

①地域連携の柱となる交

流活動について、実現困

難な状況の中でも、でき

るところから取り組む意

識を具体化していた。短

歌交流等の、活動を継続

できたことは、地域にと

っても大変意義深い。次

年度も引き続き工夫しな

がら取組を検討できると

よい。 
②学校運営協議会開催に
よって職員の方々と直接
意見交換をしたり校内の
雰囲気を感じたりするこ
とができた。 

①コロナ禍でありな
がら、すこやか祭
り、保育園実習、短
歌交流、音楽交流、
ケアプラザのボラン
ティア活動を実施す
ることができた。 
クラブ交流について
は実施できなかっ
た。 
②保・幼・小・中・
高と各々の学校文化
が異なるということ
をお互いに感じあえ
る場として学校運営
協議会の意義は大き
い。今後も意見交換
を学校運営に反映さ
せる必要がある。、 

①すこやか祭り、保
育園実習、短歌交
流、音楽交流、ボラ
ンティア活動、クラ
ブ交流について事前
に周知し、できるだ
け多くの生徒を参加
させて、地域との交
流を体験させる。 
 
②学校運営協議会の
意見交換が、各教科
や生徒の学校生活の
改善につながるよう
職員に周知し、運営
していく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①環境に配慮し
た設備・備品等
の整備・活用に
取り組む。 
 
 
 
 
②防災意識の向
上を図る。 
 
 
 
 
③人権について
の知識を深め人
権尊重精神の涵
養を進める。 

①教員の働き方
改革を推進する
ため、教育環境
の向上に努める
とともに、備品
等の整備・活用
に取り組む。 
 
②防災意識の向
上を図るために
感染防止に配慮
した防災教育を
工夫する。 
 
③人権につい
て、知識と理解
を深める。 

①職員による円滑な
業務を支援するた
め、設備・備品等の
整備・活用を推進す
る。 
 
 
 
②ICT の活用を含め、
感染防止を踏まえた
中での効果的な防災
訓練等を実施する。 
 
③受容的・共感的等
の人間関係の能力を
理解するめに、効果
的な人権研修を実施
する。 

①設備・備品等
の整備・活用を
推進できたか。 
 
 
 
 
 
②防災避難訓練
や防災教室実施
後の ICTを活用
したアンケート 
結果 
 
③研修後のアン
ケート結果 

①ICT 機器や清掃用具、校内の
備品等の整備を着実に進めるこ
とができた。また、コロナ感染
症対策関連物品等も適切に整備
した。 
 
②第１回防災避難訓練では、グ
ラウンドへの分散型による避難
訓練を実施した。第２回防災避
難訓練では、火災を想定した防
災学習を実施した。いずれも、
教材やアンケートは ICT を活用
し、効果的に実施できた。 
 
③SHIP の星野慎二氏による講義
では、LGBTQ に関する最新の内
容を聞くことができた。生徒の
変化に気づくこと、ポジティブ
な環境づくりの大切さを学ん
だ。 

①関係部署とさらに連
携して、設備・備品等
の整備を推進していき
たい。 
 
 
②地域防災の意識を向
上させるため、地域と
連携した防災活動や効
果的な防災教育につい
て検討する。 
 
 
 
③適切な研修テーマの
設定と、よりよい研修
計画を検討する。 

①②③危機管理意識を職
員・生徒が共有し、コロ
ナ対策における健康管理
や防災訓練を工夫して実
施した。また、多様性を
重視した研修などを ICT
の活用を含め、人と人の
つながりを大切しながら
平常時以上の取り組みが
できていると感じる。 
生徒・職員のアンケート
などをしっかり検証、見
える化することで、方策
を職員間で共有・発展さ
せ、生徒の自立性に期待
する。 

①ICT 機器や清掃用
具、校内の備品等の
整備を着実に進める
ことができた。設置
した機器やコロナ感
染症対策関連物品を
適切に管理していく
ことが必要。 
②防災訓練について
は、ICT を活用し、
効果的に実施でき
た。来年度は地域の
防災訓練等とどのよ
うに連携していくか
が課題。 
③人権研修により、
LGBT に関する職員
の意識が高まった。 
来年度も効果的な

研修の計画を推進す
る必要がある。 

①ICT 機器の管理を
組織的に行い、コロ
ナ感染症対策関連物
品等を適切に整備し
ていく。 
 
 
 
②地域防災の意識を
向上させるため、地
域と連携した防災活
動や効果的な防災教
育について検討す
る。 
 
③人権研修について
は適切な研修テーマ
を設定し、研修計画
を策定する。 

 


